
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
恥
け
る
稲
作
生
産
の
変
遷

ー
ー
特
に
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
を
中
心
と
し
て

l
i

太

晃

舜

田

[ま

カ1

し

き

カンボジアにおける稲作生産の変遷

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
は
、

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
や
メ
コ
ン
河
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
広
大
な
平
野
と
肥
沃
な
地
味
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
国

民
の
ほ
と
ん
ど
が
昔
か
ら
肉
体
労
働
を
根
幹
と
す
る
伝
統
的
農
業
に
従
事
し
て
い
る
農
業
国
で
、
土
地
生
産
の
有
無
が
、
国
家
経
済
に
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
産
物
は
、
特
に
自
然
条
件
(
地
形
・
土
壌
)

に
密
接
な
関
係
を
有
し
て
立
地
し
て
い
る
。

一
般
に
人
口
分
布
の
偏
在
や
食
習
慣
の
差
異
、
地
形
・
気
候
の
特
性
に
よ
る
稲
作
生
産
の
適
否
が
稲
作
分
布
の
偏
在
を
生
じ
得
る
こ
と

は
、
単
に
国
際
的
の
み
な
ら
ず
、
同
一
国
家
の
行
政
区
分
内
に
お
い
て
も
、
主
食
糧
源
の
過
不
足
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
o

こ
こ

で
は
、
歴
史
的
性
格
と
し
て
の
外
力
浸
透
が
い
ま
な
お
続
き
、
動
揺
的
性
格
を
も
っ
イ
ン
ド
シ
ナ
の
一
園
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
稲
作

の
地
域
的
生
産
量
や
人
口
分
布
と
の
相
関
を
通
じ
、
各
州
別
に
比
較
し
、
主
食
糧
源
と
し
て
の
米
の
過
不
足
の
地
域
的
差
異
を
、
そ
の
変

125 

遷
と
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
を
通
じ
て
考
察
を
試
み
、
地
域
性
の
一
端
に
触
れ
た
い
と
思
う
o
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国境

. 1，1'1界
. 都市

タ
イ

カンボジア王国の行政区分図
Country Survey Ser児島 editor;Thomas Fitzsimmons: CAMBODIA， 1957 
および外務省『カンボジア王国便覧Jl1961による。

地
域
概
観

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
位
置
は
北
緯
一

O
I
一
五
度
、
東

径
一

O
一一

l
一
O
八
度
で
あ
り
、
面
積
は
一
八
万

0
0
0平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(
六
万
九

0
0
0平
方

マ
イ
ル
)
0

北
海
道
の
約
二
倍
に
相
当
す
る
。

長
さ

五
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

幅
四
四

0
キ
ロ
メ

l
ト

ル
、
国
境
は
二
六

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
六
分

の
五
は
地
上
国
境
で
あ
る
①
O

行
政
区
分
で
は
、
以
前
(
一
九
五
七
)
ま
で
、

四
州
(
同
F
2
)

に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
六

年
以
降
は
一
七
州
に
分
け
ら
れ
て
い
る
②
O

最
近
は

一
九
州
で
あ
る
o

州
は
郡

3
5
F
)
お
よ
び
町
村

(
阿
ハ
ゲ
ロ
ヨ
)
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
プ
ノ
ン
ペ
ン

(Hvrロ
o
g
a
H》
巾
ロ
ゲ
)
、
シ
ア
ヌ

l
ク
ピ
ル

(ω
手
白
ロ
。
己
内
目

〈
丘
四
)
、

ケ
ッ
プ
(
同
巾
芝
、

ボ
コ

l
ル

(切

oroH)

の
四
自
治
市
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。



増
加
し
た
州
は
、

ス
ト
ン
ト
レ
ン
州
か
ら
ラ
タ
ナ
n
キ
リ
、

カ
ン
ポ
ッ
ト
州
か
ら
コ
プ
官
コ
ン

ク
ラ
チ
イ
エ
州
か
ら
モ
ン
ド
ル
H

キ
リ
、

の
各
州
が
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
形
@
は
平
野
が
多
く
南
西
と
東
北
に
山
地
が
あ
り
、

メ
コ
ン
河
流
域
と
大
湖
沿
岸
の
平
野
は
肥
沃
で
あ
り
広
い
盆
地
を
形
成
し
て
い

る
。
最
高
は
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
l
州
の
プ
ノ
ン
オ
1
ラ
ル
で
あ
る
。
地
形
上
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
五
区
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ク

ラ
パ
ン
山
脈
・
丘
陵
地
帯
・
中
央
平
野
・
北
部
高
原
・
東
北
周
縁
高
原
等
で
あ
る
。

気
候
@
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
ほ
ど
季
節
風
帯
気
候
の
特
性
を
典
型
的
に
示
す
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

」
の
平
原
で
も
雨
季
は
五

l
一
O
月
の
六

カ
月
間
、
乾
季
は
一
一

l
四
月
の
六
カ
月
間
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
o

雨
量
も
一
般
に
雨
季
と
乾
季
で
は
格
段
の
差
が
あ
る
。

農
作
は
雨
季
に
お
こ
な
わ
れ
、
乾
季
は
ほ
と
ん
ど
耕
作
さ
れ
な
い
。
乾
季
に
な
る
と
雨
が
な
く
暑
熱
が
は
げ
し
い
の
で
、
農
村
は
黄
岡
崎

カンボジアにおける稲作生産の変遷

色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、

ち
ょ
う
ど
温
帯
地
方
の
冬
の
景
色
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
植
物
は
成
長
を
停
止
し
て
休
眠
の
状
態
に
は
い
り
、
家

畜
も
や
せ
ほ
そ
っ
て
し
ま
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
と
に
三

l
五
月
間
の
暑
さ
は
、

ま
っ
た
く
酷
熱
で
、
屋
内
で
三
五
度
C
、
屋
外
で

四
月
が
二
九
・
七
度
(
一
九
五
一
)
で
最
高
を

四
五
度
C
を
こ
す
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
め
ず
ら
し
く
な
い
。

月
別
平
均
気
温
⑤
で
み
て
も
、

示
し
て
お
り
、
日
本
の
東
京
に
お
け
る
八
月
よ
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
雨
量
は
双
方
共
九
・
一

O
月
に
一
番
多
く
、
二
五

0
ミ
リ
以
上

に
な
っ
て
い
る
が
、
プ
ノ
ン
ぺ
ン
の
場
合
は
、
特
に
一
月
か
ら
四
月
の
聞
に
お
い
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
特
色
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
o

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
古
来
よ
り
外
力
の
浸
透
が
あ
り
、
西
紀
三

l
六
世
紀
に
イ
ン
ド
文
化
が
栄
え
て
発
展
し
た
が
、
西
歴
五
五

O
年
ご
ろ

か
ら
カ
ン
ブ

i
ジ
ャ
(
関
白
H
H
H
σ

丘
白
)

の
攻
撃
を
受
け
、

そ
れ
よ
り
の
ち
に
ク
メ
ー
ル
(
同
月
回
目
白
)
と
称
し
た
。
こ
れ
は
六

t
一
二
世
紀
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に
盛
え
た
が
、

一
二
九
六
l
一
三

O
七
年
の
こ
ろ
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
挟
撃
を
受
け
、
結
局
タ
イ
の
独
壇
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

八
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六
七
年
こ
ろ
の
フ
ラ
ン
ス
の
進
出
に
よ
り
タ
イ
の
勢
力
は
排
除
さ
れ
て
い
つ
た
め
o

第
二
次
世
界
大
戦
に
は
日
本
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
、
戦
後
の
解
放
運
動
な
ど
、
常
に
政
情
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
⑦
O

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、

モ
ン
ク
メ

1
ル
人
と
呼
ば
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
族
や
ベ
ト
ナ
ム
人
、
中
国
人
、
そ
れ
ら
の
混
血
や
少
数
民
族
が
住
ん

で
い
る
。

宗
教
は
一
三
世
紀
こ
ろ
ま
で
ヒ
ン
ズ
ー
教
と
大
乗
仏
教
が
栄
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
タ
イ
の
侵
略
に
よ
り
小
乗
仏
教
と
化
し
、
現
在
こ

れ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
国
民
の
聞
に
根
強
い
勢
力
を
も
っ
て
い
る
@
o

稲
作
生
産
の
地
域
的
差
異

付

土
地
所
有
と
稲
作
社
会

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
国
と
な
る
ま
で
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
土
地
は
、

王
の
個
人
的
所
有
地
と
さ
れ
て
譲
渡
を
禁
じ
ら

れ
て
い
た
o

農
民
達
は
た
だ
占
有
権
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
、
今
日

A
が
耕
作
し
て
い
る
土
地
も
、

A
が
立
退
い
た
あ
と
で
は
、
明
日
は

早
く
こ
れ
を
占
有
し
た
も
の
の
手
に
帰
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
領
と
な
っ
て
以
後
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
土
地
の
私
有
権
制
度
を
確
立
す
る
意
図
の
下
に
、

土
地
に
関
す
る
古
い

制
度
を
改
変
さ
れ
、

一
八
八
四
年
、

ノ
ド
ロ
ム
王
と
交
渉
し
て
、

王
の
絶
対
的
所
有
物
と
し
て
渡
譲
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
全
王
国
の
土
地

を
解
放
し
、
相
互
間
の
譲
渡
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
土
地
の
占
有
権
が
誰
の
手
に
あ
る
か
が
明
瞭
で
な
い
場
合
に

は
、
こ
の
土
地
は
公
有
地
と
な
り
、
多
く
の
競
売
に
付
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
外
国
人
に
対
し
て
は
原
則
と
し
て
土
地
所
有
権

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

た
だ
ア
ジ
ア
人
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
国
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
に
参
加
し
た
国
民
に
対
し
て
は
例
外



が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
地
方
の
未
開
拓
地
の
開
拓
を
奨
励
す
る
た
め
に
、

一
定
の
条
件
を
具
備
す
る
も
の
に
対
し
て
、
最
高
三

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま

で
無
償
払
い
下
げ
が
行
な
わ
れ
、
払
い
下
げ
を
受
け
た
者
は
そ
の
払
い
下
げ
地
の
少
な
く
と
も
五
分
の
四
を
開
発
す
る
ま
で
は
、
他
の
土

地
の
払
い
下
げ
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

五
年
の
期
間
が
経
過
し
て
、
占
有
者
が
実
際
に
そ
の
土
地
を
開
拓

し
た
う
え
で
な
く
て
は
、
確
定
的
な
土
地
所
有
権
を
認
め
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
聞
は
た
だ
暫
定
的
な

土
地
所
有
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
⑨
O

カ
ン
ボ
ジ
ア
農
民
の
大
部
分
は
、

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
、
全
農
家
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
小
土
地
所
有
者
階
級
に
属
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、

地
域
的
⑬
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
中
心
的
な
米
作
地
帯
で
あ
る
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
や
ス
ワ
イ
リ
ェ
ン
州
お
よ
び
プ
レ
イ
ピ
ン
州

カンボジアにおける稲作生産の変遷

な
ど
に
お
い
て
は
、
大
規
模
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
農
家
も
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
他
方
メ
コ
ン
河
流
域
の
肥
沃
な
商
品
作
物
栽
培
地
帯

に
位
置
す
る
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
な
ど
の
よ
う
な
、
経
営
面
積
こ
そ
小
さ
い
が
、
集
約
的
な
農
業
経
営
に
よ
っ
て
、
相
当
な
収
益
を
あ
げ

て
い
る
人
口
調
密
地
帯
も
あ
る
。

し
か
し
、

一
般
的
に
見
て
、
小
土
地
所
有
者
が
多
く
、
彼
等
は
家
族
労
働
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
範
囲
内
で
一
家
の
最
低
生
活
を
維
持

す
る
と
共
に
、
平
年
に
お
け
る
租
税
被
服
費
お
よ
び
祭
典
費
な
ど
を
支
弁
し
得
る
に
必
要
な
米
国
の
大
き
さ
を
代
表
す
る
の
で
あ
る
o

彼

等
の
多
く
は
土
地
・
原
始
的
な
あ
ば
ら
屋
・
農
舎
・
農
具
の
外
に
、
耕
作
用
の
水
牛
ま
た
は
牛
を
所
有
し
て
い
る
o

彼
等
は
運
転
資
本
に

こ
と
か
き
、
耕
作
資
本
は
主
と
し
て
籾
を
も
っ
て
代
替
さ
れ
る
。
耕
牛
を
も
た
な
い
時
は
、
貸
借
料
と
し
て
労
働
日
を
も
っ
て
こ
れ
に
当

て
る
の
で
あ
る
。
耕
作
資
本
は
土
地
所
有
者
(
五

l
五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
多
く
は
地
方
の
金
融
業
者
、
村
の
名
士
ま
た
は
官
公
更
で
あ
る
。
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ま
た
、
華
僑
は
米
の
収
買
人
で
も
あ
り
、
彼
等
な
ど
か
ら
借
り
る
、
現
金
の
貸
付
は
お
お
む
ね
月
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
利
で
あ
る
。
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こ
の
国
に
お
け
る
土
地
は
、
小
作
人
ま
た
は
分
益
小
作
人
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
と
き
た
ま
、
小
作
関

係
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
も
、
小
作
地
の
面
積
は
苗
作
米
国
で
二
一

t
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
浮
米
田
で
五

l
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
小
作
料

は
金
納
の
場
合
は
地
価
の
二

O
I一一一
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
物
納
の
場
合
は
収
穫
の
二
五

i
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
比
較
的
低
率
で
あ
る
o

し

た
が
っ
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
民
は
、
大
部
分
が
自
作
農
と
み
て
よ
い
。
だ
が
そ
れ
で
も
農
民
の
生
活
状
態
は
き
わ
め
て
低
い
。
か
っ
て

の
中
国
の
最
低
生
活
を
営
ん
で
い
た
農
民
よ
り
は
低
い
か
も
し
れ
な
い
。
肥
料
も
や
ら
な
け
れ
ば
、
農
具
の
更
新
資
本
投
下
の
ご
と
き
も

彼
ら
に
と
っ
て
は
お
よ
び
も
つ
か
な
い
。

農
民
の
貧
困
の
よ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
は
、
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
o

あ
る
人
は
、
宗
教
に
、
あ
る
人
は
、
華
僑
の
中
間
搾
取
に
、
ま
た
は

停
滞
的
農
業
技
術
に
原
因
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
o

な
る
ほ
ど
、
今
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
業
生
産
力
は
き
わ
め
て
低
い
、
ク
メ

l
ル
時
代
の
生

産
に
比
し
て
大
し
た
変
化
は
な
い
@
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
農
民
の
生
産
意
欲
と
勤
勉
性
の
欠
如
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。

付

稲
作
の
生
産

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
稲
作
は
、

ま
ず
、

栽
培
の
時
期
に
よ
っ
て
乾
季
稲
と
雨
季
稲
に
二
大
別
で
き
る
が
、

そ
れ
は
さ
ら
に
早
稲

(ω片
山
口

4

年
包
)
と
中
稲

3
2
5
同

grH)
と
晩
稲

(
ω
E
S
F
3ロ)
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

栽
培
条
件
に
よ
っ
て
、

水
田
稲
と

浮
稲

(ωEC44三
曲
)
と
に
、
品
種
に
よ
っ
て
精
と
モ
チ
米

(ωEロ
4
仏

2
5
0
2
H
)
)
と
に
も
分
け
ら
れ
る
。

情
報
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
田
総
面
積
は
約
一
二

O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
一
九
五
四
)

で
、
こ
れ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
総
面

積
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
耕
地
の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
と
い
う
。

稲
田
の
最
適
地
は
普
通
メ
コ
ン
河
平
野
一
帯
の
プ
レ
イ
ピ
ン
州
・
タ
ケ
オ
州
・
カ
ン
ダ
ル
州
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖

の
西
南
部
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
は
稲
田
面
積
で
も
全
国
第
一
で
あ
り
、
農
業
経
営
や
技
術
の
進
歩
の
面
か
ら
い
っ
て
も
将
来
性
が
あ
っ
て
、



い
う
な
れ
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
代
表
す
る
稲
作
地
帯
で
あ
る
。

農
業
省
が
一
九
五
九
年
二
一
月
一
二
日
付
で
発
表
し
た
一
九
五
九

l
一
九
六

0
年
度
、

雨
季
稲
に
関
す
る
推
定
に
よ
れ
ば
、
総
栽
培
面

積
は
一
ム
ハ
一
万
二

O
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
o

浮
稲
地
帯
を
除
き
、
普
通
の
水
田
地
帯
で
は
五
月
に
な
っ
て
雨
が
降
り
は
じ
め
る
と
す
ぐ
に
苗
代
作
り
が
は
じ
め
ら
れ
、

つ
づ
い
て
播

種
す
る
。

一
般
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
苗
を
つ
く
る
の
に
六

0
キ
ロ
の
種
籾
を
使
っ
て
い
る
。

一
方
水
田
の
耕
作
・
整
地
・
畔
作
り

は
男
の
仕
事
で
あ
る
が
、

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
田
植
作
業
は
女
の
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
収
穫
期
は
品
種
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

一
O
月
末
か
ら
二
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
。
稲
刈
に
は
鎌
を
用
い
、
脱
穀
は
牛
に
踏
ま
せ
、
精
白
は
精
米
所
か
白

家
で
子
す
き
に
す
る
。
藁
は
稲
塚
に
し
て
牛
の
飼
料
に
す
る
か
、
そ
の
ま
ま
田
で
焼
い
て
し
ま
う
。

カンボジアにおける稲作生産の変遷

収
量
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
統
計
数
字
が
あ
っ
て
、

ど
れ
が
比
較
的
正
し
い
の
か
判
別
し
が
た
い
が
、
情
報
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

五
五
年
七
八
万
ト
ン
、

五
四
年
一
四
六
万
三

0
0
0ト
ン
、

五
六
年
一
一
五
万
ト
ン
、

五
八
年
一
五
三
万
ト
ン

九
三
四
年
五

O
万
ト
ン
、

と
な
っ
て
お
り
、
国
連
統
計
資
料
よ
り
幾
分
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
増
減
傾
向
は
同
様
で
あ
る
。

一
九
五
五
年
度
の
大
幅
な
減
収

は
、
田
植
前
の
雨
の
不
足
と
、
田
植
後
の
一
時
的
洪
水
、

さ
ら
に
そ
の
後
の
干
ば
つ
と
い
う
悪
条
件
が
重
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
⑫
と
い

わ
れ
る
し
、
ま
た
、
当
時
は
盗
賊
の
ば
っ
こ
、
政
情
不
安
な
ど
の
た
め
農
民
の
米
作
意
欲
減
退
も
た
し
か
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

伺

生
産
の
推
移
と
差
異

米
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
の
主
食
で
あ
り
、

か
つ
輸
出
農
産
物
の
大
宗
と
し
て
、
農
産
物
中
第
一
の
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
、
最
近
の
豊

の
籾
の
生
産
高
を
記
録
し
、

最
凶
作
年
に
お
い
て
七
七
万
五

0
0
0ト
ン

一
五
五
万
四

0
0
0ト
ン

(
一
九
六
一
)

作
年
に
お
い
て
、
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(
一
九
五
五
)

の
生
産
高
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
四

0
年
代
か
ら
年
度
に
よ
り
生
産
高
の
増
減
を
み
な
が
ら
も
、
年
々
籾
生
産
高
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は
増
加
し
て
い
る
。

一
九
三
六
年
を
起
点
と
し
た
場
合
、
年
々
そ
の
増
加
量
は
三
万
一
一
四

0
ト
ン
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
生
産
増
も

一
九
四
六
年

を
起
点
と
し
た
場
合
は
、
三
万
六
二
三

0
ト
ン
と
さ
れ
、
そ
の
生
産
量
の
急
上
昇
を
認
め
る
⑬
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
や
政
治
的
変
動
の
影
響
が
大
き
く
現
わ
れ
て
い
る
。

一
九
四
一

l
二
年
に
は
、
第
二
次
大
戦
で
不
安
定
な
時
期
で
あ
っ
た
し
、

割
譲
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、

一
九
四
一

t
五
年
ま
で
は
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
な
ど
タ
イ
国
に

し
た
。
ま
た
、

一
九
四
五

l
六
年
に
は
、

四
四
年
頃
は
、
雨
不
足
の
地
域
が
あ
り
干
ば
つ
に
な
っ
た
り
、

一
時
的
出
水
で
洪
水
地
域
が
あ
っ
た
り

日
本
軍
の
仏
印
処
理
、
そ
し
て
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ア
ヌ

l
ク
王
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
独
立
宣
言

政
情
不
安
で
あ
っ
た
こ
と
が
籾
生
産
の
不
安
定
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

を
な
す
な
ど
、

カL

」
れ
よ
り
年
ご
と
に
生
産
は
上
昇
し
て
行
っ
た

す
な
わ
ち
、

一
九
五
四
年
七
月
二
三
日
、

一
九
五
回
、
{
五
年
に
は
籾
の
生
産
量
は
急
減
し
て
い
る
。
そ
れ
は
田
干
ば
つ
で
凶
作
に
よ
る
こ
と
と
、

カ
ン

内
戦
@
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ジ
ュ
、
子
l

ブ
協
定
に
よ
り
、
自
由
カ
ン
ボ
ジ
ア
運
動
の
一
切
の
敵
対
行
動
が
停
止
さ
れ
、

却万
ト
ン

Zij 

160・

1<101 

100 

60 

40 

80 

一
九
六
O

籾 生 産量

出所:カンボジア農業局『カンボジ

アの農林畜産業』外務省， 1963. 

『アジア経済』アジア経済研究所，

1965. 1. より太田作成。

一
九
五
五

一
九
五
O

一
九
四
五

ボ
ジ
ア
の
三
分
の
一
に
当
た
る
一

O
万
平
方
キ
ロ
の
地
域

が
支
配
さ
れ
、

一
四
州
中
一
一
州
に
解
放
区
を
設
け
て
い

た
自
由
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
軍
も
一
一
一

O
日
以
内
に
武
装
を
解

か
れ
内
戦
は
終
っ
た
。

一
九
五
五
年
選
挙
の
結
果
人
民
社

会
党
が
圧
勝
し
、
国
民
議
会
の
全
議
席
を
独
占
、

王
国
の

基
礎
が
定
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
ふ
た
た
び
籾
生
産
が
回
復
し
た
か
に
み
え
た

Jう1

一
九
五
九
年
二
月
の
サ
ム
u
サ
リ
前
駐
英
大
使
ら
の



国
家
転
覆
計
画
の
発
覚
、
周
年
パ
月
、
国
王
夫
妻
の
暗
殺
計
画
未
遂
爆
弾
事
件
が
起
り
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
関
係
が
悪
化
し
た
り
、
そ
の

政
情
不
安
期
と
二
度
目
の
早
ば
つ
時
に
は
籾
の
生
産
量
も
一
時
的
に
減
少
し
て
い
る
。
最
後
に
一
九
六
二
年
の
メ
コ
ン
河
の
大
洪
水
の
時

も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
般
的
に
は
、
増
加
傾
向
@
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

収
穫
面
積
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
、

一
般
農
民
の
関
心
が
増
産
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
籾
の
生
産
増
加
と
な
っ

て
現
わ
れ
た
。

稲
作
技
術
は
伝
統
的
な
や
り
方
を
踏
襲
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
近
時
水
利
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

五
カ
年
計
画
に
お
い
て
も
濯
概

の
改
良
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
州
に
よ
り
そ
の
面
積
に
は
著
し
い
差
が
あ
り
、
そ
の
完
成
に
よ
り
稲
の
栽
培
法
も
変
る
。
経
営
面
積
の

比
較
的
大
き
い
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
に
お
い
て
は
、
直
播
が
主
と
し
て
行
な
わ
れ
、
経
営
面
積
の
小
さ
い
他
の
諸
州
に
お
い
て
は
、
主
と
し

カンボジアにおける稲作生産の変遷

て
移
植
栽
培
法
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
部
分
的
に
は
、
直
播
栽
培
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
直
播
・
移
植
い
ず
れ
の
場
合
に
お

ほ
と
ん
ど
無
肥
料
で
栽
培
⑬
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
、
粗
放
な
栽
培
が
多
い
た
め
、

い
て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

一
般
に
籾
収
量
は

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
・

O
五
ト
ン

(
全
国
平
均
)
に
過
ぎ
な
い
、
肥
沃
地
で
は
二

l
四
ト
ン
の
収
量
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

籾
の
州
別
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
@
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
・
六
ト
ン
以
上
の
州
は
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
、

次
い
で
プ
ル
サ
ッ
ト
で
あ
る
。

意
外
に
少
な
い
の
は
東
北
部
と
西
部
の
丘
陵
地
域
お
よ
び
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
下
流
の
メ
コ
ン
河
流
域
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
浮
稲
や
減
水
季

田
の
多
い
地
域
で
、
洪
水
な
ど
の
河
川
水
の
影
響
の
大
き
い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
九
六
二
年
前
一

0
年
間
の
単
位
収

量
の
全
国
平
均
で
最
高
は
一
・
一
一
六
ト
ン
、
最
低
は

0
・
六
四
ト
ン
で
あ
る
が
、
全
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
毎
年

0
・
0
0六
九
ト
ン
以

上
の
割
に
増
加
し
て
い
る
と
さ
れ
る
o

133 

籾
の
州
別
生
産
量
@
を
見
る
と
、

一
九
五
三

l
四
年
に
は
二

O
万
ト
ン
以
上
の
生
産
量
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

や
は
り
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州



134 

と
プ
レ
イ
ビ
ン
州
と
に
な
っ
て
お
り
、
最
も
生
産
量
の
低
い
一
万
ト
ン
以
下
の
州
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
北
東
部
ス
ト
ン
ト
レ
ン
と
ラ
タ
ナ

キ
リ
州
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
沖
積
土
地
帯
で
土
壌
が
肥
沃
で
あ
り
、
移
植
一
回
雨
季
田
地
区
で
あ
る
た
め
で
、
後
者
は
中
生
層
、
古

生
層
の
丘
陵
地
域
が
多
い
こ
と
を
一
不
し
、
こ
れ
ら
は
水
田
適
地
の
良
否
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
度
に
お
け
る
州
別
の
籾
生
産
量
で
二

O
万
ト
ン
以
上
の
州
は
五
州
に
ま
で
増
加
し
、
次
い
で
一
七
万
ト
ン
以
上
の
州
は
三

州
に
達
し
、

一
万
ト
ン
以
下
の
州
は
皆
無
と
な
り
そ
の
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

人
口
の
地
域
的
差
異

付

人
口
分
布
の
推
移

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
口
は
、

一
九
三
七
年
に
は
約
三

O
四
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、

一
九
六
六
年
に
は
約
六
三
二
万
人
に
達
し
、
二
倍
以
上

に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
間
で
は
や
は
り
人
口
の
増
減
が
認
め
ら
れ
、

一
九
四
三
年
頃
は
第
二
次
大
戦
中
で
あ
り
、
領
土
問

題
も
関
連
し
幾
分
人
口
の
減
少
か
あ
る
い
は
横
ば
い
状
態
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
に
は
、

日
本
軍
の
仏
印
処
理
と
、

ノ
ロ
ド
ム
シ
ア
ヌ

i
ク
王
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
独
立
を
宣
言
し
た
年
で
あ
り
、
こ
れ
を
転

機
に
幾
分
人
口
、
が
漸
増
し
て
い
る
o

し
か
し
一
九
五

O
年
頃
か
ら
は
、

ふ
た
た
び
人
口
漸
減
、
が
現
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
自
由
カ
ン
ボ
ジ
ア

解
放
運
動
な
ど
の
、
政
情
不
安
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
五
六
年
頃
よ
り
ふ
た
た
び
人
口
は
漸
増
@
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

一
九
五
一
年
頃
の
戦
後
に
お
け
る
人
口
増
加
期
の
全
人
口
数
は
、
約
四

O
七
万
人
@
に
達
し
て
い
る
。

同
年
の
平
均
人
口
密
度
@
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
二
三
人
強
で
、

最
も
澗
密
な
所
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
七
九

O



カンボジアにおける稲作生産の変遷

600 

500 

て
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る
。
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鑑
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計
』

統
鑑

界
年

世
口

『
人

九
人
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

一
O
O人
以
上
に
達
し
て
い
る
所
は
カ

ン
ダ
ル
と
タ
ケ
オ
の
二
州
で
あ
る
。
こ
れ
と
比
較
し
て
、
最
も
少
な
い
地
域

は
ス
ト
ン
ト
レ
ン
州
の
僅
か
二
・
二
人
で
あ
り
、

一
O
O人
以
下
の
州
は
四

州
に
も
お
よ
ん
で
お
り
、

い
ず
れ
も
東
北
部
丘
陵
地
の
特
色
を
示
し
て
い

る
O 

同
年
に
お
け
る
主
要
都
市
人
口
@
の
合
計
が
五
二
万
九
一
一
一
七
人
で
、

そ

の
内
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
だ
け
で
、
三
六
万
三
八

O
O人
と
い
う
実
に
多
く
の
人

口
を
占
め
、
全
都
市
人
口
の
過
半
数
以
上
に
達
し
て
、

サ
イ
ゴ
ン
市
と
同
様
な
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
一
特
色
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

ら
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 五

一
万
人
以
上
の
人
口
を
も
っ
州
が
一
九
六
六
年
の
州
別
人
口
分
布
図
で
も
地
域
的
に
集
中
し
て
い
る
傾
向
か

都
市
i主

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
南
部
地
方
で
メ
コ
ン
河
流
域
に
多
く
発
達
し

る
。
最
も
調
密
な
所
は
、

一
九
六
二
年
に
お
け
る
総
人
口
は
、

約
五
七
四
万
人
@
に
達
し
、
平
均
人
口
密
度
は
、

か
な
り
高
密
に
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
一

0
0人
以
上
に
達
し
て
い
る
州
は
、

や
は
り
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、

タ
ケ
ォ
、
プ
レ
イ
ピ
ン
の
三
州
で
、

い
ず
れ
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
東
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も
少
な
い
所
は
、

カ
ン
ダ
ル
、

モ
ン
ド
ル
H

キ
リ
州
の
一
人
で
あ
り
、

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
三
二
人
と
な
っ
て
い

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
八
七
七
一
人
と
、

メ
コ
ン
河
下
流
の
沖
積
地
に
集
中
し
て
い
る
。
最

ス
ト
ン
ト
レ
ン
州
で
は
三
・
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
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北
部
の
丘
陵
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
州
内
に
お
い
て
は
河
川
流
域
に
近
い
所
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。

叫

H

農

業

人

ロ

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
一
九
五
九
年
に
お
け
る
総
人
口
は
、
約
四
八
三
万
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
農
業
人
口
は
、
稲
作
従
事
者
二
七
七
万
六

O

0
0人、

五
五
万
一
五

O
O世
帯
、
世
帯
当
た
り
五
・

O
人
そ
の
他
の
農
業
に
従
事
す
る
者
五
五
万
六

0
0
0人、

一O
万
八

0
0
0

世
帯
、
世
帯
当
た
り
五
・
一
人
、
合
計
一
二
三
一
一
一
万
人
、
六
五
万
九
五

O
O世
帯
と
推
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
人
口
の
六
九
パ

1
セ
ン

ト
に
該
当
し
、
こ
の
外
に
漁
夫
八
万
二

O
O
O人

(
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

一
万
六
六

O
O世
帯

2
7
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

林
業

万
人

(
0
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
二
一
二

O
O世
帯

(
0
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
)

を
加
え
れ
ば
、

広
義
の
全
農
業
人
口
は
三
四
二
万
四

0
0
0

人
、
六
七
万
八
四

O
O世
帯
に
達
し
、
実
に
全
国
人
口
の
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
該
当
す
る
。

農
村
居
住
者
で
も
商
工
業
・
公
務
・
自
由
職
業
・
そ
の
他
と
職
種
も
あ
る
が
、
そ
の
総
数
三
九
七
万
五

0
0
0人
(
農
村
居
住
人
口
)

に
対
し
、
純
農
業
人
口

(
漁
業
・
林
業
を
含
む
)
は
、

八
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
該
当
す
る
。
な
お
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
は
、

一
九
六

二
年
四
月
一
七
日
よ
り
一
五
日
間
の
予
定
で
人
口
調
査
(
セ
ン
サ
ス
)
を
実
施
し
た
。
ち
な
み
に
、
人
口
増
加
率
を
み
る
と
、
年
一
パ

l

セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
人
口
問
題
曲
は
存
在
し
て
い
な
い
。

わ
が
国
の
農
業
人
口
が
総
人
口
の
約
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
(
一
九
六

O
)
か
ら
二
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
(
一
九
六
六
)
に
、

ま
た
総
就
業

人
口
に
対
す
る
農
業
就
業
人
口
は
、
二
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
ご
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
該
当
す
る
こ
と
を
想
う
と
き
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

の
農
業
人
口
の
ウ
エ
ー
ト
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



四

稲
作
生
産
と
人
口
と
の
相
関

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
業
人
口
は
、
総
人
口
の
約
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
も
占
め
て
お
り
、
農
業
が
こ
の
国
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。

米
国
は
耕
地
面
積
の
大
部
分
を
占
め
、
米
は
農
産
物
の
大
宗
で
あ
る
関
係
か
ら
そ
の
生
産
量
も
多
い
。

一
九
六
六
年
に
お
け
る
籾
米
の
生
産
量
は
、
資
料
に
よ
り
多
少
異
な
る
が
、

「
ア
ジ
ア
の
動
向
」
誌
に
よ
れ
ば
、
二
七
三
万
七
三

0
0

ト
ン
に
達
し
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
統
計
数
値
の
不
完
全
な
点
は
あ
る
が
、
大
差
が
な
い
た
め
一
応
の
傾
向
を
つ
か
む
に
は

さ
し
っ
か
え
な
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
米
の
余
剰
国
で
、
年
々
米
を
輸
出
し
て
い
る
が
、
国
内
全
域
に
平
均
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
人
口
の
偏

カンボジアにおける稲作生産の変遷

在
と
籾
生
産
の
偏
在
に
よ
り
そ
の
相
関
を
考
え
た
場
合
、

か
な
ら
、
ず
し
も
適
正
な
分
布
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
一
人
当
た
り
一
年
に

0
・
一
八
ト
ン
の
精
米
を
消
費
す
る
も
の
と
仮
定
却
し
て
み
る
と
、

一
九
五
六
年
の
籾
生
産
量
は
約

O
万
ト
ン
、
精
米
に
し
て
約
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
約
八
三
万
二

0
0
0ト
ン
、
年
間
消
費
量
は
精
米
約
七
八

万
四
六
二

0
ト
ン
で
、

四
万
七
三
八

0
ト
ン
程
度
余
剰
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
も
し
一
人
当
た
り

0
・
一
七
五
ト
ン
消
費
す
る
と
す
れ

ば
、
約
七
万
ト
ン
の
余
剰
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

地
域
別
に
み
る
と
@
、

バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
が
八
万
ト
ン
以
上
の
余
剰
を
示
し
、

不
足
の
地
域
は
ス
ト
ン
ト
レ
ン
(
七
三
六

0
ト
ン
)
や

(
一
万
二
五

0
0ト
ン
)

シ
ェ
ム
レ
ア
ッ
プ
(
六
六

0
0ト
ン
)
ク
ラ
チ
ィ
エ

の
丘
陵
地
域
お
よ
び
人
口
の
集
中
し
て
い
る
カ
ン
ダ
ル

(
九
万

O
二
一

0
ト
ン
)
や
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

(五

0
0ト
ン
)

お
よ
び
カ
ン
ポ
ッ
ト
(
一
万
ト
ン
)

の
六
州
に
な
っ
て
い
る
。
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一
九
六
六
年
に
お
け
る
籾
生
産
量
は
、
前
述
の
通
り
二
七
三
万
七
三

0
0ト
ン
で
、
こ
れ
を
精
米
に
す
る
と
、
約
一
七
五
万
一
八
七
二



五
九
万
七
七

一
一
ト
ン
の
余
剰
が
生
じ
る
結
果
と
な
る
。

不
足
の
地
域
は
カ
ン
ダ
ル

(一ムハ

地
域
別
に
み
る
と
耐
え

北
西
部
の
バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
、
が
多
く
、

五
万
四
二
二
八
ト
ン
に
な
る
か
ら
、

一
五
万
ト
ン
以
上
の
余
剰
を
示
し
、

138 

ト
ン
で
、
年
間
消
費
量
は
、
精
米
約

s

四
O

1人I年O.18t消費とみなす線

'd 
、

、
久

d
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YIIII別の精米量と人口との相関推移(1956""1966) 

『カンボジアの農林畜産業』外務省， 1963 Iiアジアの動向』

アジア経済研究所， 1966 より太田作成。

1パッタンパン 2カンポット(コフ=コン 3 カンダル

4コンポンチャム 5コンポンチュナン 6コンポンスフー

7コンポントム 8 クラチィエ(モントシレ=キリ) 9プレイピン

10フ。ルサット 11シェムレアップ 12ストントレン(ラタナェキリ)

13スワイリェン 14タケオ

1957年頃は14州区分であったが， 1961年 7月13日以降17州区分と

なった。( )内の州が分離したものである。最近 (1966年以降)

は19州区分になった。

O 

万
六

0
0
0ト
ン
)
と
コ
ン
ポ

ン
チ
ャ
ム

(
三
万
九

0
0
0ト

ン
)
の
二
州
で
、
こ
れ
ら
の
州

は
一
九
五
六
年
頃
以
上
に
不
足

地
域
と
な
っ
て
い
る
。

し
カミ

し
、
北
部
方
面
の
シ
ェ
ム
レ
ア

ッ
プ
州
と
ス
ト
ン
ト
レ
ン
州

は
、
以
前
は
不
足
状
態
で
あ
っ

R

-

マ
ミ
、

ナ
μ

カ

一
九
六
六
年
に
は
い
ず

れ
も
余
剰
を
生
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
人
口
増
加
率
よ
り

も
籾
生
産
一
の
上
昇
率
が
高
か
っ

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
六



年
ま
で
の
州
別
の
精
米
量
と
人
口
相
関
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。

一
九
五
六
年
の
精
米
生
産
量
が
過
去
五
年
間
の
ほ
ぼ
平
均
的
精
米
生
産

量
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
度
を
基
準
に
し
、
人
口
も
一
九
五
六
年
の
実
際
数
を
も
っ
て
算
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
六
六
年
は

精
米
の
生
産
量
も
、
人
口
も
、
そ
の
ま
ま
の
年
度
の
統
計
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
点
聞
の
距
離
で
、
右
に
伸
び
て
い
る
州
は
精
米
生
産
が
急
速
に
上
昇
し
た
こ
と
を
示
し
、

バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
・
シ

エ
ム
レ
ア
ッ
プ
州
・
プ
レ
イ
ピ
ン
州
・
タ
ケ
オ
州
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
距
離
が
上
に
伸
び
て
い
る
州
は
、
人
口
の
急
速
な
伸
長
を
示
す

も
の
で
、

メ
コ
ン
河
流
域
地
域
に
多
く
な
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、

L 、

プ
ノ
ン
ペ
ン
を
含
む
カ
ン
ダ
ル
州
と
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
で
あ
り
、

ず
れ
も
精
米
の
不
足
地
域
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
州
の
外
、

四
つ
の
州
、
す
な
わ
ち
カ
ン
ポ
ッ
ト
・
シ
ェ
ム
レ
ア
ッ
プ
・
ク
ラ

チ
ィ
エ
・
ス
ト
ン
ト
レ
ン
州
は
、

一
九
五
六
年
に
は
不
足
の
州
で
あ
っ
た
が
、
余
剰
の
州
に
転
換
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
人

カ
ン
ダ
ル
で
、
こ
れ
は
ノ
ー
マ
ル
で
は
な
く
、
メ
コ
ン
河
周
辺
の
洪
水
被
害

カンボジアにおける稲作生産の変遷

口
は
増
加
し
た
が
精
米
生
産
の
減
少
を
示
し
て
い
る
州
は
、

に
よ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
o

一
九
五
一
年
を
基
準
と
し
た
籾
生
産
の
対
人
口
増
加
率
を
一
九
六
六
年
ま
で
の
場
合
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
た
(
籾
生
産
増
加
率
/
人

口
増
加
率
)
、
人
口
は
一
応
漸
増
の
傾
向
を
示
す
が
、

籾
生
産
量
は
年
度
差
が
は
げ
し
い
た
め
、

基
準
年
の
生
産
量
を
五
一
年

l
五
六
年

ま
で
の
平
均
を
と
っ
て
み
た
。
人
口
の
同
一
年
度
の
統
計
は
、
中
間
の
年
度
に
お
い
て
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
平
均
を
と
ら
ず
、

一
九
五
一
年
と
一
九
六
六
年
度
の
実
数
か
ら
率
を
計
算
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
籾
の
生
産
力
の
伸
び
が
人
口
の
伸
び
を
ど
れ
程
上
回
っ
た
か
、
具
体
的
に
は
自
給
主
食
に
ど
れ
程
の
余
裕
を
も
っ
ょ

う
に
な
っ
て
き
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
指
数
一

O
O以
下
は
二
州
で
、

一
O
O以
上
は
そ
の
他
の
州
全
域
で
あ
る
。
指
数
五

0
0

139 

一
九
五
六
年
の
統
計
で
は
、

以
上
は
自
給
主
食
に
余
裕
が
出
て
来
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

い
ず
れ
も
不
足
地
域
で
あ
っ
た
も
の
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U

唱

i

q

L

q
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a

τ

F

U

4

k

口
園
田
富
田
一
園
(
開白人対の産生伺

ぷ
柑
宝

qたしと準基を年
F
内
d

mud-

で
、
最
近
急
速
に
籾
生
産
の
上
昇
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
人
口
稀
薄
地
域
で
明
確
に

現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
域
は
、
す
で
に
自
給
力
の

あ
る
生
産
量
の
多
い
州
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
鋭
敏

に
現
わ
れ
て
い
な
い
。

一
般
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
平
年
作
二
ニ

O
I
一
四

O

万
ト
ン
と
言
わ
れ
、
輸
出
余
力
も
三

O
万
ト
ン
と
言
わ
れ

て
来
た
が
、
細
部
は
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
園
内
消
費
は
、
種
子
・
食
糧
・
工
業
用
な
ど
を

A
己
め
て
、

一
九
五
七
年
に
は
約
一
二

O
万
ト
ン
と
い
わ

れ
、
国
民
一
人
当
た
り
四
八
五
グ
ラ
ム
の
消
費
量
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
地
域
に
よ
っ
て
(
プ
ノ
ン
ペ
ン

図 5

-
ス
ト
ン
ト
レ
ン
・
ク
ラ
チ
ィ
エ
・
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
・

カ
ン
ダ
ル
)
は
恒
常
的
食
用
米
の
不
足
を
き
た
し
て
い
る

と
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
麦
粉
の
輸
入
や
他
の
農

産
物
の
生
産
量
を
考
慮
し
て
、
全
体
と
し
て
は
、
平
年
作

で
あ
る
か
ぎ
り
、
毎
年
三

O
万
ト
ン
程
度
の
余
剰
が
な
け



れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
報
告
@
も
あ
り
、

前
述
の
算
定
よ
り
幾
分
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
小
麦
粉
の
輸
入
や
、
他
の
食
糧
作
物
を

考
慮
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
米
お
よ
び
米
製
品
の
輸
出
高
却
を
み
る
と
、

一
九
四
八
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
一
五
年
間
の
輸
出
平
均
は
一
六
万
七

四
六
九
ト
ン
に
達
し
、
前
述
余
剰
分
の
半
分
程
度
の
輸
出
量
で
あ
る
が
、
種
籾
や
工
業
用
消
費
を
差
し
引
け
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
年
度
が
新
し
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
輸
出
量
も
増
加
し
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
間
の
年
度
に
お
い
て
、
輸
出
量
増

減
の
差
が
は
な
は
だ
し
い
が
、
こ
れ
も
前
述
と
同
様
に
政
情
不
安
や
凶
作
な
ど
の
籾
生
産
の
影
響
差
と
大
体
一
致
し
た
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
、
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
米
の
余
剰
国
で
あ
る
が
、
地
域
的
に
は
恒
常
的
な
精
米
不
足
の
州
も
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
そ
れ
も
時
代
、
が
新
し
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
不
足
の
州
の
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
o

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る

カンボジアにおける稲作生産の変遷

し
か
し
、
低
地
帯
水
団
地

域
で
、
畑
作
や
集
落
は
自
然
堤
防
な
ど
の
洪
水
時
の
水
位
以
上
の
所
に
位
置
し
、
集
約
的
農
業
を
行
な
っ
て
い
る
入
口
調
密
地
域
は
、
今

未
開
発
地
は
国
土
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
⑩
近
く
も
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
将
来
性
あ
る
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。

後
も
な
お
精
米
不
足
が
続
く
で
あ
ろ
う
o

む

す

び

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
形
は
、
平
野
が
多
く
南
西
と
東
北
に
山
地
が
あ
り
、

メ
コ
ン
河
流
域
と
大
湖
沿
岸
の
平
野
は
肥
沃
で
あ
り
、
広
い
盆

地
を
形
成
し
て
い
る
。
気
候
は
、
季
節
風
帯
気
候
の
特
性
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
雨
季
は
五

l
一
O
月
の
六
カ
月
間
、
乾
季
は
一
一

141 

ー
四
月
の
六
カ
月
間
と
明
確
で
あ
る
。
農
作
は
雨
季
に
お
こ
な
わ
れ
、
乾
季
は
ほ
と
ん
ど
耕
作
さ
れ
な
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
古
く
か
ら
周
辺
の
強
固
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
て
お
り
、
全
盛
時
代
は
六
世
紀
l
一
二
世
紀
(
ク
メ
ー
ル
時
代
)
の
ひ
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と
こ
ろ
だ
け
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地
は
、
古
く
は
王
の
個
人
的
所
有
と
さ
れ
て
い
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
領
と
な
っ
て
か
ら
、

土
地
の
私
有
権
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
全
農
家
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
小
土
地
所
有
階
級
に
属
す
る
。
小
作
関
係
も
少
し
は

あ
る
が
、
大
部
分
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
民
は
自
作
農
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
民
の
生
活
状
態
は
き
わ
め
て
低
い
。
そ
れ
は
、
宗
教
や
華
僑
の

搾
取
お
よ
び
農
業
技
術
・
生
産
意
欲
や
勤
勉
性
の
欠
如
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

籾
の
生
産
高
や
人
口
は
、
政
情
の
影
響
を
う
け
て
い
る
が
、
双
方
と
も
漸
増
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

農
業
人
口
は
、
全
国
人
口
の
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
該
当
し
て
い
る
。

一
九
四
一
年
の
籾
生
産
量
は
、
戦
争
や
領
土
の
問
題
、

旧
統
計
の
過
小
評
価
な
ど
で
わ
ず
か
九
五
万
ト
ン
、

一
九
六
六
年
は
約
二
七

万
ト
ン
に
増
加
し
て
い
る
。

人
口
も
一
九
三
九
年
に
は
三
二
九
万
五

0
0
0人
で
あ
っ
た
の
が
、

一
九
六
六
年
に
は
六
三
二
万
人
に
増
加
し
て
い
る
。

精
米
の
生
産
量
と
人
口
と
の
相
関
で
は
、

一
九
五
六
年
に
お
い
て
は
、
計
算
上
余
剰
精
米
約
五
万
ト
ン
程
度
で
あ
っ
た
が
、

一
九
六
五

年
に
は
五
九
万
七
七
二
一
ト
ン
も
余
剰
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
自
然
濯
概
が
多
い
た
め
、
籾
生
産
量
の
増
減

差
が
著
し
い
特
色
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
位
収
量
で
は
北
西
部
沖
積
土
の
直
播
地
域
に
収
量
が
多
く
、
南
部
の

浮
稲
地
域
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
別
に
は
一
九
五
六
年
に
東
北
周
縁
高
原
地
域
や
丘
陵
地
と
、
南
部
沖
積
地
の
人
口
集
中
地
域
の
州
に
お
い
て
不
足
が
認
め
ら
れ
た

カ1

一
九
六
六
年
に
は
、
南
部
の
人
口
集
中
地
域
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
北
部
等
が
籾
の
生
産
率
が
高
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
、
精
米
量
と
人
口
と
の
相
関
推
移
か
ら
み
て
、

バ
ッ
タ
ン
パ
ン
州
・
シ
ェ
ム
レ
ア
ッ
プ
州
な
ど
は
精
米
が
増
加
し
、

カ
ン
ダ
ル
州



や
プ
レ
イ
ピ
ン
州
・
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
む
こ
の
傾
向
は
、
年
度
差
に
よ
り
多
少
差
異
は
あ

る
が
、

一
九
五
一
年
を
基
準
と
し
た
籾
生
産
の
対
人
口
増
加
率
か
ら
も
明
白
に
わ
か
る
。

要
す
る
に
歴
史
的
に
も
東
西
文
化
の
複
合
的
性
格
の
強
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
古
く
よ
り
米
の
余
剰
国
・
輸
出
国
で
あ
っ
た
が
、
地
域
的

に
は
恒
常
的
な
精
米
不
足
の
州
が
あ
り
、
こ
れ
も
歴
史
的
発
展
過
程
に
し
た
が
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
集
中
地
域
の
州
は

今
後
も
不
足
を
示
す
で
あ
ろ
う
o

以
上
は
米
の
み
で
あ
る
が
、
輸
入
小
麦
粉
や
外
の
農
産
物
生
産
な
ど
を
考
慮
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
全
体
で
は
強
い
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
を
示

し
得
る
地
域
と
判
断
さ
れ
、
国
際
的
地
位
か
ら
も
独
自
性
を
示
す
一
つ
の
要
因
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
二
応
の
餌
向
把
握

で
あ
り
先
学
の
御
叱
責
を
賜
わ
り
た
い
。

カンボジアにおける稲作生産の変遷
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①
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た
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一
九
六
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降
に
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統
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発
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全
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⑬
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の
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計
の
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よ
り
作
成
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た
分
布
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に
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掲
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率
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五
パ
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と
し
て
の
一
九
六
六
年
推
計
人
口
と
、
前
掲
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の
統
計
に
よ
る
籾
生
産
と
の
相
関
よ
り

作
成
し
た
分
布
図
に
よ
る
。
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@⑫  

世
界
統
計
年
鑑
、
国
際
連
合
、
一
九
五
二

1
一
九
六
七
年
版
お
よ
び
前
掲
@
と
、
前
掲
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の
統
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よ
り
算
定
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付
記
本
稿
は
分
析
の
都
合
上
、
過
小
評
価
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
旧
統
計
資
料
を
使
用
し
た
が
、
一
九
六
六
年
の
み
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業
統
計
局
報

告
の
新
統
計
に
よ
る
予
定
量
の
た
め
、
そ
の
差
が
幾
分
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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